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　はじめに

フエフキダイ科フエフキダイ属 Lethrinus は頬

部が無鱗であること，胸鰭軟条数が 13 であるこ

と，背鰭軟条数が 8 であること，臀鰭軟条数が 9

で あ る こ と な ど の 特 徴 を も ち（Carpenter and 

Allen, 1989; Carpenter, 2001），日本からは 19 種が

知られる（島田，2013）．そのうちヨコシマフエ

フキは，これまで日本国内において高知県と沖縄

県からのみ記録されていた（島田，2013）．

2015 年から 2016 年にかけて，トカラ列島口之

島北方から 2 個体のヨコシマフエフキが採集され

た．本標本は鹿児島県における本種の標本に基づ

く初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Carpenter and Allen (1989) に

したがった．標準体長は体長と表記し，体各部の

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm までおこ

なった．ヨコシマフエフキの生鮮時の体色の記載

は，固定前に撮影されたトカラ列島産の 2 標本

（KAUM–I. 71918, 95740）のカラー写真に基づく．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿

児島大学総合研究博物館に保管されており，上記

の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録され

ている．本報告中で用いられている研究機関略号

は以下の通り：KAUM（鹿児島大学総合研究博

物館）；KSHS（高知高等学校）；ZIUT（東京大学

理学部動物学教室）．

　結果と考察

Lethrinus amboinensis Bleeker, 1854

ヨコシマフエフキ　（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 71918，体長 343.0 mm，鹿児

島県トカラ列島口之島北方，2015 年 4 月 24 日，

釣り（鹿児島市中央卸売市場魚類市場で購入），

畑　晴陵・日比野友亮；KAUM–I. 95740，体長

330.0 mm，鹿児島県トカラ列島口之島北方，2016

年 11 月 18 日，釣り（鹿児島市中央卸売市場魚類

市場で購入），畑　晴陵．

記載　体は前後方向に長い長楕円形でやや側

扁し，尾柄部は強く側偏する．体高は背鰭起部で

最大．体背縁は吻端から背鰭起部にかけて上昇し，

そこから尾鰭基底上端にかけて緩やかに下降す

る．吻部背縁は僅かにくぼむ．体腹縁は下顎先端

から肛門付近にかけて緩やかに下降し，そこから

尾鰭基底下端にかけて緩やかに上昇する．胸鰭基

底上端は鰓蓋後端よりも僅かに後方，胸鰭基底下

端は背鰭起部よりも僅かに後方にそれぞれ位置す

る．胸鰭後端は尖り，背鰭第 9 棘起部直下に達す

るが，臀鰭起部直上には達しない．背鰭起部は腹

鰭起部よりも僅かに前方，背鰭第 1 軟条起部は臀

鰭第 3 棘起部直上にそれぞれ位置する．背鰭基底

後端は臀鰭基底後端よりも僅かに後方に位置す

る．腹鰭起部は背鰭第 2 棘起部直下，腹鰭基底後

端は背鰭第 3 棘起部よりも僅かに後方にそれぞれ
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位置し，たたんだ腹鰭の後端は臀鰭起部に達しな

い．臀鰭起部は背鰭第 11 棘直下，臀鰭第 1 軟条

起部は背鰭第 2 軟条起部直下にそれぞれ位置す

る．臀鰭基底後端は背鰭第 8 軟条起部直下に位置

する．背鰭，腹鰭および臀鰭の軟条はすべて分枝

する．尾鰭は二叉型を呈し，緩やかに湾入し，両

葉後端は尖る．尾鰭後縁は上下両葉の中央部で折

れ曲がり，後縁中央部に欠刻がある．肛門は臀鰭

起部前方に位置し，前後方向に長い楕円形．眼お

よび瞳孔は正円形．眼隔域は平坦．鼻孔は 2 対で

後鼻孔は眼の前方に位置し，前鼻孔は後鼻孔の前

下方に離れて位置する．前鼻孔および後鼻孔はと

もに正円に近い円形で，前鼻孔の後縁に皮弁を有

する．両鼻孔間の間隔は，後鼻孔後端と眼の先端

との長さとほぼ同じ．吻端は尖り，両唇は厚い．

上顎は突出する．上顎骨の表面は滑らか．主上顎

骨は皮下に埋没し，外部からは見えない．前鰓蓋

骨および主鰓蓋骨の後縁はともに円滑．体は剥が

れにくい円鱗に被われるが，前鰓蓋骨後縁よりも

前方の頭部は，側頭部上方部に 9 または 10 枚の

鱗があるのを除いて無鱗．背鰭前方鱗被鱗域の前

縁は眼窩後縁に達しない．背鰭，臀鰭，腹鰭およ

Fig. 1. Fresh specimens of Lethrinus amboinensis collected from north of Kuchino-shima island, Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan. 
A: KAUM–I. 71918, 343.0 mm standard length (SL); B: KAUM–I. 95740, 330.0 mm SL.
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Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Lethrinus amboinensis from the Tokara 
Islands, Japan.

び胸鰭基底部内側は無鱗．胸鰭基底部外側と尾鰭

基底部は小鱗に被われる．主鰓蓋骨後部には前後

方向に幅のひじょうに狭い無鱗域がある．頭部に

は感覚孔が密在する．両顎には 1 列に円錐歯が並

び，先端にはそれぞれ数本の牙状歯がある．鋤骨

には円錐歯が密在する．側線は完全で，鰓蓋上部

から尾柄にかけて，体背縁に並走する．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体は明るい黄土色を呈

し，体腹面は白色がかる．体側には背腹方向に長

い焦げ茶色の不規則な斑点が散在する．吻部は暗

い茶褐色．両唇は赤色がかった桃色．胸鰭を除く

各鰭は黄色みの強い黄土色を呈し，縁辺部は赤色．

胸鰭は淡い黄色を呈し，上縁と中央部は淡い青色，

基底部の上下両端は白色．虹彩は銅色を呈し，瞳

孔は青みがかった黒色．

分布　日本からフィリピン，マーシャル諸島，

ソロモン諸島，インドネシア，オーストラリア北

西部，およびマルケサス諸島にかけての太平洋に

分 布 す る（Sato, 1970, 1978; Carpenter and Allen, 

1989; Iwatsuki et al., 2000; Carpenter, 2001； 石 川，

2010；島田，2013; Chen and Zhang, 2015）．日本

国内ではこれまで高知県柏島と沖縄諸島以南の琉

球列島からのみ記録されてきたが（島田，2013; 

Koeda et al., 2016），本研究により，トカラ列島に

おける分布も確認された．

備考　調査標本は，主鰓蓋骨後縁部が有鱗で

KAUM–I. 95740 KAUM–I. 71918
Standard length (SL ； mm)
Counts
  Dorsal-fin spines 10 10
  Dorsal-fin rays 9 9
  Anal-fin spines 3 3
  Anal-fin rays 8 8
  Pectoral-fin rays 13 14
  Pelvic-fin spines 1 1
  Pelvic-fin rays 5 5
  Lateral-line scales 47 49
  Scale rows above lateral line 5 5
  Scale rows below lateral line 16 16
  Lower series of scales around caudal peduncle 13 13
  Gil rakers 5 + 8 5 + 8
Measurement (% SL)
  Total length 127.0 123.3
  Body depth 318.2 30.3
  Head length 37.5 36.1
  Snout length (without lips) 16.8 16.8
  Snout length 21.0 21.1
  Cheek height 13.9 13.8
  Eye length 6.7 6.8
  Pectoral-fin length 23.9 24.0
  Pelvic-fin length 22.2 broken
  Caudal-peduncle length 19.2 18.4
  Dorsal-fin base length 48.8 48.1
  Spinous dorsal-fin base length 27.7 27.6
  Soft dorsal-fin base length 18.1 18.4
  Anal-fin base length 18.5 18.6
  Spinous anal-fin base length 3.3 3.4
  Soft anal-fin base length 13.3 13.6
  Preorbital width 13.4 13.7
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あること，吻部背縁が僅かにくぼむこと，腹鰭が

黄土色を呈すること，胸鰭が淡い黄色を呈し，上

縁と中央部は淡い青色，基底部の上下両端は白色

であること，背鰭棘部中央下における側線上方鱗

数と側線下方横列鱗数がそれぞれ 5 と 16 である

こと，胸鰭基底部内側が無鱗であることなどが，

Sato (1978), Carpenter and Allen (1989), Carpenter 

(2001)， お よ び 島 田（2013） の 報 告 し た L. 

amboinensis の標徴とよく一致したため，本種と

同定された．

ヨコシマフエフキは背鰭棘部中央下における

側線上方鱗数が 5 である，側線下方横列鱗数が

16 または 17 である，胸鰭基底部内側が無鱗であ

るなどの点においてホオアカクチビ Lethrinus 

rubrioperculatus Sato, 1978 に酷似する．しかし，

ヨコシマフエフキでは主鰓蓋骨後部に無鱗域が無

く，一様に黄土色であること（ホオアカクチビで

は無鱗域があり，生時，赤色を呈する），腹鰭に

一様に黒色色素胞が散在すること（腹鰭の縁辺部

には黒色色素胞が無い），胸鰭が淡い黄色を呈し，

上縁と中央部は淡い青色，基底部の上下両端は白

色であること（胸鰭が赤みを帯びる）などから識

別される（久新ほか，1982; Carpenter and Allen, 

1989; Carpenter, 2001；島田，2013；木村，2013；

本研究；Fig. 2）．

Sato (1970) は本種の和名をヨコシマフエフキと

し，琉球列島産（詳細な産地は不明）と思われる

本種 1 個体（ZIUT 52574）を報告すると同時に，

本種の形態の詳細な報告をおこなった．和名ヨコ

シマフエフキは新称とされていないものの，彼の

シノニムリストには原記載以外の報告が無いこと

から，彼の報告が日本から初めての本種の標本に

基づく報告であると思われる．なお，Snyder (1912)

は沖縄島から得られた Lethrinus amboinensis を報

告したが，学名が表記されているのみであり，一

切の記載がなく，同定が不明であるため Sato 

(1970) では Snyder (1912) をヨコシマフエフキの

報告に含めていない．

具志堅（1972）は沖縄県から得られた本種の

写真を報告した．その後，平田ほか（1996）は高

知県大月町柏島近海から得られた本種 1 個体

（KSHS 18268）を報告した．これが本種の標本に

基づく分布の北限であると考えられる．太田・工

藤（2007）は 2005 年の八重山海域においてフエ

フキダイ科の総漁獲量の 0.6% を占める 411 kg の

本種が漁獲されていることを報告した．また，秋

Fig. 2. Fresh specimen of Lethrinus rubriopercularis from Nago, Okinawa-jima island, Okinawa Prefecture, Japan (KAUM–I. 83965, 255.8 
mm standard length).
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田ほか（2016）はヨコシマフエフキの 2011 年か

ら 2014 年にかけての八重山漁業協同組合と泊魚

類市場における水揚げ量を報告した．Koeda et al. 

(2016) は，八重山諸島与那国島西方において釣獲

さ れ た 体 長 173.5 mm の 本 種 1 個 体（KAUM–I. 

80207）を報告した．

これまで本種の沖縄県と高知県以外からの記

録は無く，本調査標本はヨコシマフエフキの鹿児

島県における標本に基づく初めての記録となる．

なお，標本としては残っていないものの，調査標

本はいずれも 5–10 個体程度のヨコシマフエフキ

と同時に漁獲されており，群れで出現したものと

考えられる．さらに，2015–2016 年にはトカラ列

島産のヨコシマフエフキが散発的に鹿児島市中央

卸売市場魚類市場に水揚げされており（田中　積

氏，私信），トカラ列島近海において多数のヨコ

シマフエフキが頻繁に現れていることがうかがわ

れる．

比較標本　 ホ オ ア カ ク チ ビ Lethrinus rubri-

operculatus: KAUM–I. 83965，体長 255.8 mm，沖

縄県名護市名護漁港沖，名護漁業協同組合にて購

入，2015 年 2 月 22 日，畑　晴陵・小林大純．
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